
豊島区は、新庁舎建設を市街地再開発事業
で整備するとし、４５０戸のマンションとの合
築計画を強引に進めています。
２００９年１１月新庁舎整備基本計画を提案、今
年中に実施設計を作成、６月頃「新庁舎建設

計画（仮称）」を区民に示し、９月の議会で
庁舎の位置変更条例を提案、２０１１年に着工、
１４年竣工予定としています。
しかしこの計画には多くの問題がありま
す。

区
有
地
が
６
分
の
１
に

旧
日
出
小
、
旧
南
池
袋
児

童
館
の
土
地
（
区
有
地
）は
、

再
開
発
事
業
の
敷
地
面
積
の

６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
再
開
発
事
業
で
の

区
の
権
利
床
（
権
利
者
が
従

前
の
資
産
の
対
価
と
し
て
、

再
開
発
ビ
ル
の
床
を
取
得
す

る
部
分
）
を
土
地
に
換
算
す

る
と
現
在
の
区
有
地
の
６
分

の
１
に
な
り
ま
す
。
６
分
の

５
を
マ
ン
シ
ョ
ン
業
者
の
も

う
け
に
提
供
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

将
来
の
建
て
替
え
は

区
は
新
庁
舎
整
備
基
本
計

画
で
、
建
物
の
管
理
は
「
精

度
の
高
い
管
理
規
約
等
の
作

成
で
十
分
対
応
で
き
る
」
と

言
い
ま
す
。
し
か
し
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
は
、
日
常
管
理
の

ほ
か
、
大
規
模
改
修
な
ど
多

額
な
金
が
か
か
り
、
建
て
替

え
は
さ
ら
に
深
刻
で
す
。

再
開
発
後
の
区
の
土
地
は

わ
ず
か
で
す
。
こ
れ
で
は
莫

大
な
資
金
が
な
け
れ
ば
建
て

替
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

昨
年
開
か
れ
た
都
市
計
画

審
議
会
で
、
専
門
委
員
は
、

建
物
の
管
理
運
営
、
将
来
の

建
て
替
え
等
に
対
し
「
４
０

０
世
帯
以
上
の
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
を
将
来
ど
の
よ
う
に
建

て
替
え
て
い
く
の
か
。３０
年
、

４０
年
先
に
大
き
な
禍
根
を
残

す
」
と
指
摘
し
、
こ
の
再
開

発
事
業
に
反
対
し
ま
し
た
。

資
金
計
画
も
あ
い
ま
い

再
開
発
事
業
の
総
事
業
費

は
約
４
１
０
億
円
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
ま
か
な
う
収

入
は
国
等
の
補
助
金
が
１
１

１
億
円
、
区
の
保
留
床
購
入

費
が
１
１
３
億
円
と
さ
れ
て

お
り
、
全
体
の
半
分
以
上
を

税
金
が
占
め
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

ま
た
区
は
庁
舎
建
設
の
資

金
は
、
現
庁
舎
地
を
５０
年
の

定
期
借
地
で
貸
出
し
、
２５
年

以
上
の
一
括
賃
料
を
充
て
る

計
画
で
す
。
し
か
し
借
主
と

の
契
約
は
新
庁
舎
が
完
成
し

転
居
後
と
な
り
ま
す
。
借
地

料
は
不
動
産
市
況
に
左
右
さ

れ
る
も
の
で
、
い
く
ら
に
な

る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま

さ
に
無
責
任
の
極
み
で
す
。

区
民
不
在
で
進
め
る

区
民
へ
の
庁
舎
建
設
計
画

の
説
明
会
は
、
０８
年
６
月
の

１２
地
域
で
行
っ
た
１
回
の

み
。
区
民
の
意
見
・
要
望
は

３
９
９
件
で
、
「
説
明
会
の

回
数
や
時
間
を
増
や
し
て
ほ

し
い
」
「
資
金
計
画
に
不
安
」

等
、疑
問
、
不
安
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

区
は
ま
と
も
に
答
え
て
い
ま

せ
ん
。

ま
た
、
日
本
共
産
党
の
資

料
要
求
等
に
も
再
開
発
事
業

の
「
組
合
の
許
可
」
を
盾
に

な
か
な
か
明
ら
か
に
し
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

計
画
は
白
紙
撤
回
を

区
は
、
今
年
９
月
の
第
三

回
定
例
区
議
会
に
「
庁
舎
位

置
変
更
条
例
」
を
提
案
し
、

正
式
に
議
会
の
議
決
を
経
る

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
も
日
本
共
産
党
は
、
再
開

発
事
業
に
よ
る
新
庁
舎
建
設

に
は
反
対
を
表
明
、
白
紙
撤

回
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
自
民
、
民
主
・
区
民
、

公
明
は
賛
成
し
て
い
ま
す
。

再
開
発
組
合
の
事
業

計
画
に
意
見
書
提
出
を

再
開
発
組
合
は
、
４
月
後

半
に
事
業
計
画
認
可
を
都
に

申
請
す
る
予
定
で
す
。

事
業
計
画
案
の
公
告
縦
覧

開
始
か
ら
４
週
間
は
、
事
業

計
画
案
に
つ
い
て
意
見
を
出

せ
ま
す
。

どどんんどどんん進進むむ

区役所新庁舎の上に分譲マンション�

ご
質
問
、ご
意
見
、ご
要
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は

日
本
共
産
党
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南池袋二丁目地区再開発事業の概要（事業計画案より）

戸数
約４５０戸

２２２台
以上

住宅建設
の目標

駐車場

住宅、庁
舎、店舗、
事務所、
駐車場

主要用途

約１８８ｍ

約
９４，０００�

建物高さ

建築
延面積

約１ｈａ

約
８，３３０�

区域面積

建築
敷地面積

日本共産党は反反対対です

都市計画で想定する建築物のイメージ

店舗・
事務所等

住 宅

庁 舎

（１） 第１７号 ２０１０年５月２日発行日 本 共 産 党 豊 島 区 議 団 ニ ュ ー ス
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２０１０年第１回定例会は、２月１９日から３月３１日まで開催。一般質問は森とおる議員、小林ひろみ議員が行いました。

予算特別委員会では、かきうち信行、渡辺くみ子、森の３議員が審査を行い、渡辺議員が、反対討論をしました。

区民の命と健康、
基本的人権を守る区政を

区民が安心して
暮らせる区政に

来来
年年
度度
予予
算算
でで

やや
るる
べべ
きき
緊緊
急急

策策
に
つ
い
て

保
育
園
の

待
機
児
解
消
策

昨
年
４
月
、
待
機
児
は
１

２
２
名
と
急
増
し
、
本
年
も

大
幅
増
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

収
入
が
減
少
し
、
子
ど
も
を

預
け
て
働
か
な
け
れ
ば
生
活

が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
森
議

員
は
、
待
機
児
を
増
大
さ
せ

た
区
長
の
責
任
と
、
本
年
４

月
の
緊
急
策
が
予
算
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
な
い
点
を
追
及

し
、
認
可
保
育
園
の
建
設
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

副
区
長
は
、
昨
年
の
４
月

の
待
機
児
数
は
下
回
る
よ
う

努
め
る
と
い
う
答
弁
に
と
ど

ま
り
、
抜
本
的
な
緊
急
策
は

全
く
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

特特
別別
養養
護護
老老
人人

ホホ
ーー
ムム
のの
早
期
建
設

待
機
者
は
、
千
名
を
超
え

て
い
ま
す
。
老
老
介
護
や
家

族
が
仕
事
を
や
め
て
介
護
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態

が
続
出
し
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
区
は
５
年
間
、
建
設
し

て
い
ま
せ
ん
。
原
因
は
区
が

民
間
誘
致
に
固
執
し
、
計
画

が
進
ま
な
い
か
ら
で
す
。
よ

う
や
く
千
川
小
学
校
跡
地
に

整
備
の
検
討
を
発
表
し
ま
し

た
が
、
民
間
頼
み
の
建
設
で

は
、
い
つ
完
成
す
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
区
が
責
任
を
持

っ
て
建
設
す
る
こ
と
や
、
補

助
金
の
増
額
を
国
・
都
に
働

き
か
け
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。副

区
長
は
、
必
要
性
・
緊

急
性
は
認
め
た
も
の
の
、
具

体
的
な
計
画
は
示
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

区区
民民
のの
意意
見見
をを
反反
映映

しし
てて
いい
なな
いい
「「
都都
市市

再再
生生
」」
にに
つつ
いい
てて

池
袋
駅
東
西
デ
ッ
キ
、
Ｌ

Ｒ
Ｔ
（
路
面
電
車
）
計
画
へ

の
批
判
が
、
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
き
っ
ぱ
り
撤

回
を
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
、
文
化
と
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
街
づ
く
り
に
重
要

と
し
て
、
区
民
の
声
に
は
応

え
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し

た
。新新

庁庁
舎舎
計計
画画

マ
ン
シ
ョ
ン
と
合
築
し
、

再
開
発
事
業
に
よ
り
資
金
計

画
等
が
不
透
明
な
手
法
は
ふ

さ
わ
し
く
な
く
、
将
来
に
禍

根
を
残
す
計
画
で
す
。
白
紙

撤
回
を
求
め
ま
し
た
が
、
区

長
は
強
引
に
進
め
る
態
度
に

終
始
し
ま
し
た
。

ＪＪ
ＲＲ
大大
塚塚
駅駅
のの

周周
辺辺
整整
備備
にに
つつ
いい
てて

自
由
通
路
が
完
成
し
た
南

口
の
正
面
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
よ
る
大
型
高
層
駅
ビ
ル
計

画
が
急
浮
上
し
、
一
方
的
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
元

商
店
街
や
環
境
等
、
こ
れ
か

ら
の
街
づ
く
り
に
大
き
な
影

響
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

す
。森

議
員
は
、
住
民
意
見
が

反
映
さ
れ
る
よ
う
に
働
き
か

け
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た

が
、
区
長
は
計
画
を
容
認
す

る
態
度
で
し
た
。

国国
民民
健健
康康
保保
険険

毎
年
の
よ
う
に
保
険
料
が

上
が
り
区
民
か
ら
「
高
く
て

払
え
な
い
」
と
悲
鳴
が
上
が

っ
て
い
る
の
に
、
４
月
か
ら

ま
た
大
幅
値
上
げ
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
小
林
議
員
は

「
値
上
げ
す
べ
き
で
な
い
」

「
国
や
都
に
財
政
措
置
を
要

望
す
べ
き
」
と
質
問
。
し
か

し
区
は
、
値
上
げ
は
必
要
と

い
う
立
場
に
固
執
し
ま
し

た
。ま

た
、
２３
区
特
別
区
長
会

は
、
１１
年
度
か
ら
は
保
険
料

の
賦
課
方
式
を
「
旧
た
だ
し

書
き
方
式
」
に
変
更
す
る
と

決
定
。
こ
の
方
式
で
は
低
所

得
で
扶
養
家
族
の
多
い
世
帯

等
の
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
が
、
負
担
軽
減
策
は

不
十
分
で
す
。
「
賦
課
方
式

の
変
更
は
見
直
す
べ
き
」
と

質
す
と
区
は
「
見
直
す
考
え

は
な
い
」
と
冷
た
く
拒
否
。

さ
ら
に
、
医
療
費
自
己
負
担

金
の
減
額
免
除
制
度
に
つ
い

て
区
民
に
周
知
す
る
こ
と

と
、
適
用
条
件
を
緩
和
す
る

こ
と
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
区

は
要
件
緩
和
に
は
消
極
的
で

し
た
が
、
「
制
度
の
周
知
を

す
す
め
る
」と
答
え
ま
し
た
。

窓
口
業
務
民
間
委
託
は
個

人
情
報
保
護
の
観
点
や
、
区

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
偽
装

請
負
に
な
り
か
ね
な
い
等
、

問
題
が
多
い
の
で
、
や
め
る

べ
き
と
質
し
ま
し
た
。
区
は

「
事
前
の
引
き
継
ぎ
を
綿
密

に
行
い
万
全
を
期
す
」
な
ど

と
、強
行
す
る
態
度
で
し
た
。

後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
早

期
廃
止
と
保
険
料
負
担
軽
減

の
た
め
に
更
な
る
財
政
支
援

を
、
国
に
要
望
す
べ
き
、
と

質
問
。
区
は
「
今
後
の
動
向

を
見
守
る
」
「
現
時
点
で
考

え
て
い
な
い
」
と
区
民
の
願

い
に
背
を
向
け
ま
し
た
。

下下
板板
橋橋
駅駅
、、
板板
橋橋
駅駅

のの
ババ
リリ
アア
フフ
リリ
ーー

ま
ず
、
下
板
橋
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
状
況
報
告
と
利

用
者
、
障
害
者
等
の
意
見
反

映
を
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
板
橋
駅
の
駅
舎

改
築
に
つ
い
て
区
民
の
意
見

を
反
映
せ
よ
と
求
め
ま
し

た
。
区
は
「
協
議
に
参
加
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

森森
とと
おお
るる
議議
員員
がが
一一
般般
質質
問問

小小
林林
ひひ
ろろ
みみ
議議
員員
がが
一一
般般
質質
問問
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日
本
共
産
党
区
議
団
は
、

１０
年
度
予
算
に
つ
い
て

�
「
特
養
ホ
ー
ム
、
保
育
園

を
千
川
小
学
校
跡
地
に
計
画

す
る
こ
と
を
検
討
す
る
」
な

ど
日
本
共
産
党
が
要
求
し
た

成
果
も
あ
る
が
、
区
民
の
切

実
な
要
望
に
十
分
に
応
え
て

い
な
い
、
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
保
育
園
の
待
機
者

解
消
、
公
共
住
宅
対
策
、
生

活
保
護
の
法
外
援
護
、
少
人

数
学
級
、
就
学
援
助
、
私
費

負
担
軽
減
策
、
中
小
企
業
対

策
な
ど
が
不
十
分
）

�
区
民
生
活
を
守
る
た
め
の

財
源
確
保
に
努
め
て
こ
な
か

っ
た
（
生
活
保
護
の
国
庫
負

担
増
額
や
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
国
庫
負
担
廃
止
の
撤
回

を
要
求
し
な
か
っ
た
）

�
不
要
・
不
急
の
開
発
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
（
池
袋

グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
や
東
西
デ
ッ
キ
、
新
庁
舎

建
設
計
画
な
ど
を
す
す
め
、

大
塚
駅
ビ
ル
は
住
民
不
在
の

街
づ
く
り
）

以
上
の
こ
と
か
ら
反
対
し
ま

し
た
。

４
月
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
料
を
大
幅
に
値
上
げ
す
る

条
例
案
が
提
案
さ
れ
、
区
民

厚
生
委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
均
等
割
・
所
得
割
と

も
あ
が
り
一
人
当
た
り
保
険

料
は
９
３
、７
５
０
円
へ
と

９
、３
８
１
円
も
あ
が
り
ま

す
。
介
護
分
も
上
が
り
、
か

つ
て
な
い
大
幅
値
上
げ
で

す
。

小
林
議
員
は
、
保
険
料
を

払
え
ず
保
険
証
を
取
り
上
げ

ら
れ
る
世
帯
が
増
え
て
い

る
、
解
雇
さ
れ
た
世
帯
等
へ

の
軽
減
措
置
が
導
入
さ
れ
る

が
不
十
分
、
と
し
て
値
上
げ

条
例
案
に
反
対
。
削
ら
れ
た

国
庫
補
助
を
元
に
戻
せ
ば
値

上
げ
せ
ず
に
す
む
と
主
張
。

自
民
党
、
公
明
党
、
民
主

党
は
「
値
上
げ
は
必
要
」「
区

民
に
よ
く
説
明
を
」
と
、
値

上
げ
に
賛
成
し
ま
し
た
。

窓
口
業
務
の
委
託
に
反
対

ま
た
、
区
民
か
ら
保
険
料

の
値
上
げ
と
窓
口
業
務
民
間

委
託
に
反
対
す
る
陳
情
が
だ

さ
れ
同
委
員
会
で
審
議
。

小
林
議
員
は
、
国
保
で
扱

う
の
は
病
気
な
ど
特
に
人
に

知
ら
れ
た
く
な
い
情
報
で
あ

る
、
区
職
員
の
経
験
や
知
識

が
蓄
積
さ
れ
ず
区
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
な
ら
な
い
、
違
法

な
偽
装
請
負
に
な
り
か
ね
な

い
、と
陳
情
の
採
択
を
主
張
。

し
か
し
、
自
民
、
公
明
、
民

主
は
、
民
間
委
託
の
問
題
点

は
認
め
つ
つ
「
委
託
に
反
対

で
は
な
い
」
と
不
採
択
に
し

ま
し
た
。

豊
島
区
立
子
ど
も
ス
キ
ッ

プ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
子
ど
も
文

教
委
員
会
で
審
査
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
案
は
長
崎
小
学
校

校
舎
内
に
子
ど
も
ス
キ
ッ
プ

長
崎
を
４
月
か
ら
開
設
す
る

こ
と
に
伴
い
、
長
崎
第
２
児

童
館
を
廃
止
し
、
長
崎
第
２

児
童
館
学
童
ク
ラ
ブ
を
子
ど

も
ス
キ
ッ
プ
長
崎
に
移
設
す

る
も
の
で
す
。

長
崎
第
２
児
童
館
は
学
童

ク
ラ
ブ
と
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
遊
び
と
交
流
の
ひ
ろ
ば

と
し
て
大
切
な
施
設
で
し

た
。
虐
待
や
子
ど
も
の
貧
困

な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
状

況
が
深
刻
に
な
る
下
で
児
童

館
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

儀
武
さ
と
る
議
員
は
�
児

童
館
を
廃
止
し
て
、
子
ど
も

ス
キ
ッ
プ
に
移
行
し
た
ら
、

小
中
高
校
生
の
異
年
齢
児
の

交
流
が
な
く
な
る
�
子
ど
も

の
居
場
所
の
面
積
が
児
童
館

の
半
分
以
下
に
な
る
。
他
の

ス
キ
ッ
プ
で
も
雨
天
の
日
は

す
し
詰
め
で
子
ど
も
の
ス
ト

レ
ス
も
蓄
積
し
、
イ
ザ
コ
ザ

も
増
え
て
い
る
。
�
常
勤
職

員
は
減
ら
さ
れ
、
子
ど
も
に

目
が
行
き
届
か
な
く
な
り
、

学
童
保
育
の
質
の
低
下
に
な

る
と
指
摘
し
て
議
案
に
反
対

し
ま
し
た
。

政
府
が
、
日
本
在
住
の
外

国
人
に
対
し
、
地
方
参
政
権

を
制
定
す
る
方
向
を
打
ち
出

し
た
こ
と
で
、
自
民
党
な
ど

は
「
断
固
反
対
、
地
方
参
政

権
は
付
与
す
べ
き
で
な
い
」

と
宣
伝
を
強
め
、
地
方
議
会

で
も
反
対
の
意
見
書
採
択
に

動
い
て
い
ま
す
。

豊
島
区
議
会
に
も
同
趣
旨

の
陳
情
が
提
出
さ
れ
、
総
務

委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
し

た
。日

本
共
産
党
の
森
、
か
き

う
ち
の
両
議
員
は
、
「
外
国

人
で
あ
っ
て
も
地
方
政
治
に

参
加
す
る
の
は
住
民
自
治
の

基
本
で
あ
り
、
参
政
権
付
与

は
当
然
の
権
利
で
あ
り
、
世

界
の
流
れ
」
と
主
張
。
ま
た

「
豊
島
区
議
会
は
、
過
去
に

も
二
度
に
わ
た
り
、
外
国
人

参
政
権
の
実
現
を
求
め
る
意

見
書
を
提
出
し
た
経
過
が
あ

り
、
自
民
党
が
韓
国
民
団
を

名
指
し
で
批
判
し
た
ビ
ラ
を

配
布
し
て
い
る
こ
と
は
、
友

好
関
係
の
上
で
も
看
過
で
き

な
い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

陳
情
は
、
自
民
党
と
無
所

属
な
ど
が
賛
成
し
ま
し
た

が
、不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
今
議
会
で
は
日
本
共

産
党
提
案
の
「
外
国
人
の
地

方
参
政
権
付
与
の
早
期
実
現

を
求
め
る
意
見
書
」
が
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
、
８
つ
の

意
見
書
が
提
案
さ
れ
、
７

つ
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
「
障

害
者
自
立
支
援
法
の
応
益

負
担
の
廃
止
及
び
障
害
者

施
策
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書
」
を
提
案
し
ま
し
た

が
、
他
党
は
障
害
者
施
策

拡
充
に
背
を
向
け
否
決
し

ま
し
た
。

ま
た
、「
子
ど
も
手
当
財

源
の
地
方
負
担
に
反
対
す

る
意
見
書
」
が
、自
民
、民

主
区
民
、
公
明
か
ら
共
同

提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
日

本
共
産
党
は
、
財
源
確
保

の
問
題
が
消
費
税
増
税
に

道
を
開
く
も
の
と
反
対
。

他
に
、
「
教
員
免
許
更

新
の
存
続
を
求
め
る
意
見

書
」
が
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
が
、
日
本
共
産
党
は
、

教
員
の
身
分
が
不
安
定
に

な
り
、
講
習
中
の
代
替
要

員
も
無
い
等
の
理
由
で
反

対
し
ま
し
た
。

長
崎
第
２
児
童
館
の
廃
止
に
反
対

外
国
人
地
方
参
政
権
の
早
期
実
現
を

国国
保保
料料
大大
幅幅
値値
上上
にに
反反
対対
、、

許許
せせ
ぬぬ
窓窓
口口
委委
託託

障
害
者
負
担
軽
減
の
意
見
書
提
案

自
民
、
民
主
、
公
明
な
ど
が
否
決

２
０
１
０
年
度
予
算
に
反
対

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党党

主
な
条
例
・
請
願
・
陳
情
・
意
見
書
に
つ
い
て

四
面
も
参
照
し
て
く
だ
さ
い
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東
京
メ
ト
ロ
は
、
今
年
３

月
６
日
ダ
イ
ヤ
改
正
で
、
上

下
２０
本
の
「
準
急
」
を
全
面

廃
止
し
、
要
町
、
千
川
駅
も

停
車
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。０８

年
６
月
、
副
都
心
線
開

通
に
伴
い
有
楽
町
線
は
、
上

下
８８
本
の
「
準
急
」
が
走
る

よ
う
に
な
り
、
要
町
、
千
川

駅
は
、
通
過
駅
に
な
り
、「
降

り
る
駅
を
通
過
さ
れ
、
小
竹

向
原
ま
で
連
れ
て
行
か
れ

た
」
「
準
急
も
止
ま
ら
な
い

街
で
は
商
売
に
差
し
支
え

る
」
な
ど
区
民
か
ら
怒
り
や

批
判
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。区

議
会
・
副
都
心
委
員
会

で
河
野
議
員
は
、
こ
の
問
題

を
真
っ
先
に
取
り
上
げ
区
が

東
京
メ
ト
ロ
に
「
廃
止
」
を

申
し
入
れ
る
こ
と
、
ま
た
東

京
メ
ト
ロ
を
議
会
に
呼
ぶ
よ

う
求
め
ま
し
た
。

１１
月
１４
日
の
委
員
会
に
東

京
メ
ト
ロ
の
出
席
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
４

日
前
、
そ
れ
ま
で
の
８８
本
の

準
急
を
２０
本
に
減
ら
す
こ
と

を
発
表
。
委
員
会
で
は
、「
な

ぜ
２０
本
残
す
の
か
、
全
廃
せ

よ
」
の
追
及
に
「
検
討
す
る
」

と
答
弁
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

０９
年
２
月
議
会
に
は
「
準

急
全
面
廃
止
を
求
め
る
」
陳

情
が
住
民
の
署
名
を
つ
け
て

提
出
さ
れ
、
採
択
。
議
会
と

し
て
、
東
京
メ
ト
ロ
に
要
望

書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
２
年
足
ら
ず
で
成
果
を

上
げ
た
の
は
住
民
運
動
の
成

果
で
す
。

「
高
齢
者
が
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
介
護
保
険
制
度
の

実
現
を
求
め
る
陳
情
」
が
区

民
厚
生
委
員
会
（
河
野
た
え

子
委
員
長
）
で
審
査
。

こ
の
陳
情
は
介
護
保
険
制

度
の
改
善
を
国
に
要
望
す
る

こ
と
を
求
め
、
全
日
本
年
金

者
組
合
豊
島
支
部
か
ら
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。

委
員
会
審
議
で
、
小
林
ひ

ろ
み
議
員
は
特
養
ホ
ー
ム
の

待
機
者
増
な
ど
、
介
護
保
険

制
度
の
問
題
を
指
摘
し
、「
制

度
の
改
善
は
急
務
」
と
、
陳

情
の
採
択
を
主
張
。
公
明
党

は
「
陳
情
は
よ
く
わ
か
る
。

全
国
調
査
し
政
府
に
改
善
を

申
し
入
れ
た
」
と
言
い
な
が

ら
、
継
続
を
主
張
。
小
林
議

員
は
「
改
善
を
求
め
た
の
な

ら
、
陳
情
を
採
択
し
区
議
会

と
し
て
意
見
書
を
提
出
す
べ

き
」と
反
論
。
結
果
、
共
産
、

民
主
、公
明
が
採
択
、自
民
党

は
不
採
択
と
し
、
賛
成
多
数

で
陳
情
は
採
択
さ
れ
、
国
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

河
野
た
え
子

か
き
う
ち
信
行

渡
辺
く
み
子

小
林
ひ
ろ
み

森

と
お
る

ぎ

ぶ

儀
武
さ
と
る

■意見が分かれた議案等
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○

○

○

不採択
に賛成

採択に
賛成

不採択
に賛成

○

○

○

○

×

民

主

・

区

民

○

○

○

不採択
に賛成

採択に
賛成

不採択
に賛成

○

○

×

○

×

自

民

党

○

○

○

不採択
に反対

採択に
反対

不採択
に賛成

×

○

○

×

×

日

本

共

産

党

×

×

×

不採択
に賛成

採択に
賛成

不採択
に反対

○

×

×

○

○

結果

可決

可決

可決

不採択

採択

不採択

可決

可決

可決

可決

否決

主な会派

意見が分かれた主な議案

豊島区立子どもスキップ条例（一部改正）

平成２２年度豊島区一般会計予算、国民健
康保険事業会計予算、老人保健医療会計
予算、後期高齢者医療事業会計予算、介
護保険事業会計予算

豊島区国民健康保険条例（一部改正）

憲法違反の外国人参政権による選挙を実
施しないことを再確認する陳情、永住外
国人への地方参政権付与の法制化に反対
する意見書の決議を求める陳情

高齢者が安心して受けられる介護保険制
度の実現を求める陳情

国民健康保険の保険料値上げと窓口業務
の民間委託に関するに陳情

高齢者が安心して受けられる介護保険制
度の実現を求める意見書

子ども手当財源の地方負担に反対する意見書

教員免許更新制の存続を求める意見書

永住外国人の地方参政権の早期法制化を
求める意見書

障害者自立支援法の応益負担の廃止及び
障害者施策の充実を求める意見書

有
楽
町
線
、各
駅
停
車
に
な
る

「
住
民
運
動
と
区
議
団
の
奮
闘
み
の
る
」

２０１０年５月２日発行 第１７号 （４）日 本 共 産 党 豊 島 区 議 団 ニ ュ ー ス


